
信
仰
の
内
面
性
を
重
視
し

正
統
派
教
会
と
も
ユニ
テ
リ
ア
ン
︑

社
会
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
と
も一線
を
画
し
て

独
自
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
探
究
し
た
増
野
悦
興
︒

近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
過
程
に
お
け
る

﹁
異
端
児
﹂で
あ
り
︑

かつ
川
越
高
校
創
立
者
と
し
て

自
治
自
修
の
教
育
を
実
践
し
た

教
育
者
で
も
あ
っ
た
︒

日
本
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
史
の
結
節
点
に
存
在
し
な
が
ら
︑

埋
も
れ
てい
た
彼
の
思
想
を

著
者
渾
身
の
筆
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
︒

増ま
し

野の

悦よ
し

興お
き

研
究

 

埋
も
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
の
生
涯
と
思
想

　
増
野
悦
興
（
一
八
六
五
〜
一
九
一
一
）
は
ほ
と
ん
ど
無
名
と
い
っ

て
も
い
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る

作
業
は
大
変
な
労
力
が
伴
う
。
著
者
の
研
究
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
は
、
母
校
（
旧
川
越
中
学
、
現
埼
玉
県
立
川
越
高
等
学
校
）
の
校
長

で
あ
っ
た
と
い
う
偶
然
的
出
会
い
も
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
人
物
の

生
き
方
や
思
想
へ
の
共
感
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
の
足
跡

を
内
外
に
わ
た
っ
て
の
史
料
調
査
と
渉
猟
、
そ
し
て
綿
密
な
研
究

の
中
で
、
結
実
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
幕
末
、
津
和
野
で
生
ま
れ
た
増
野
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
の

は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
同
志
社
新
島
襄
の
も
と

で
連
袂
退
学
す
る
ま
で
約
四
年
間
学
ぶ
。
そ
の
後
、
日
向
伝
道

に
赴
き
石
井
十
次
と
の
交
友
も
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
に
は
渡
米

し
ア
ン
ド
ー
バ
ー
や
バ
ン
ゴ
ー
神
学
校
で
研
鑽
を
積
む
。
ま
た
霊

南
坂
や
安
中
教
会
で
牧
師
を
勤
め
、
の
ち
に
教
育
者
と
し
て
尽

力
し
、
晩
年
は
ユニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
（
日
本
同
仁
基
督
教
会
）
の
牧
師

と
し
て
活
動
し
た
。
著
者
は
そ
の
数
奇
な
生
涯
を
丁
寧
に
追
求

し
て
い
る
。

　
著
者
の
研
究
は
キ
リ
ス
ト
者
、
教
育
者
、
道
徳
家
と
し
て
の

評
価
で
あ
る
。
増
野
は
新
神
学
に
共
鳴
し
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教

界
に
あ
き
た
ら
ず
、
独
創
的
な
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
探
求
し
た
。

天
皇
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
独
特
の
解
釈
も
そ
う

で
あ
っ
た
。
彼
の
信
仰
の
内
面
性
の
重
視
は
近
代
日
本
の
思
想

形
成
に
お
い
て
北
村
透
谷
に
も
共
有
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
教
育
者
と
し
て
の
増
野
は
人
造
り
、
人
格
形
成
と
い
う

教
育
思
想
を
実
践
し
た
。
こ
れ
は
新
島
の
「
遺
訓
」
の
彼
な
り

の
具
体
化
で
あ
っ
た
。
晩
年
に
『
高
貴
な
る
人
格
』
と
い
う
著
が

あ
る
が
、
人
格
形
成
と
い
う
課
題
は
、
日
露
戦
後
の
倫
理
や
道

徳
の
問
題
で
あ
っ
た
。
著
者
の
増
野
へ
の
共
感
は
近
代
日
本
へ
の

警
鐘
と
も
と
れ
る
。
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ま
し

の

よ
し

お
き

一
九
四
七
年
　
東
京
に
生
ま
れ
る

一
九
六
六
年
　
埼
玉
県
立
川
越
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
四
年
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
四
～
二
〇
〇
九
年
　
埼
玉
県
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立
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校
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三
六
年
間
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会
科
を
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当
、
川
越
高
等
学
校
で
定
年
退
職
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九
九
一
～
二
〇
一
八
年
　
早
稲
田
大
学
な
ど
で
一
四
年
間
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師
、
日
本
近
代
思
想
史
・
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史
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育
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当
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年
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士
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学
、
早
稲
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学
）

二
〇
一
九
年
四
月
～
　
山
村
学
園
高
等
学
校
指
導
教
諭

滝
澤
民
夫
（
た
き
ざ
わ
・
た
み
お
）

第
二
節
▼
ア
ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
で
の
一
年
間

第
三
節
▼
バ
ン
ゴ
ー
神
学
校
で
の
二
年
間

第
四
節
▼
北
米
修
学
で
見
た「
新
英
洲
」

第
六
章
◉
神
学
論
の
形
成

霊
南
坂
教
会
・
安
中
教
会
時
代

第
一
節
▼『
基
督
教
青
年
』期
か
ら
北
米
修
学
期
の
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
信
仰

第
二
節
▼
北
米
修
学
後
の
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
信
仰
─
─
信
仰
的
実
験

第
三
節
▼
一
八
九
〇
年
代
の
知
識
青
年
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
検
討

　
　
　
　

─
─
北
村
透
谷
・
岸
本
能
武
太
と
増
野
悦
興
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
信
仰

第
七
章
◉
中
学
校
教
員
時
代

第
一
節
▼
岐
阜
中
学
校
・
金
沢
中
学
校
か
ら
東
京
府
教
育
会
附
属
小
学
校
英
語
教
員
伝
習
所

第
二
節
▼
川
越
中
学
校
で
の
活
動

第
三
節
▼
増
野
悦
興
の
教
育
活
動
と
新
島
襄
の
遺
志
の
体
現

第
八
章
◉
成
民
会
時
代
か
ら
日
本
同
仁
基
督
教
会
時
代

『
成
民
』誌
か
ら『
高
貴
な
る
人
格
』へ

第
一
節
▼
瑞
豊
塾
の
開
設

第
二
節
▼
成
民
会
と『
成
民
』誌
の
発
行

第
三
節
▼
丁
酉
倫
理
会

第
四
節
▼
日
本
同
仁
基
督
教
会
と
飯
田
町
教
会
・
秋
田
伝
道

第
九
章
◉
倫
理
主
義
と
言
信
一
致

臨
終
前
後

第
一
節
▼『
高
貴
な
る
人
格
』へ
の
思
い

第
二
節
▼
安
部
磯
雄
・
村
井
知
至
・
岸
本
能
武
太
の
友
情

第
三
節
▼
川
越
中
学
校
第
一
回
卒
業
生
岡
田
恒
輔
と『
筆
華
舌
英
』

補
論（
３
） 

家
族
の
そ
の
後

終
章
◉
結
語
と
課
題

第
一
節
▼
増
野
悦
興
が
遺
し
た
も
の

第
二
節
▼
課
題
と
展
望

 	略
年
譜

参
考
文
献

あ
と
が
き

第
Ⅲ
部	  

故
郷
の
喪
失
と
近
代
化
へ
の
懐
疑

著者紹介

2019年5月


